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なかとんべつ町議会だより２０６号 ２

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
長
に
宮
崎
議
員

　

議
会
運
営
委
員
長
に
長
谷
川
議
員
を
選
出

　
　

議
会
選
出
監
査
委
員
に
西
浦
議
員

第２回
臨時会
第２回
臨時会

　統一地方選挙後、初めての議会となる令和元年第２回臨時会が、５
月１０日招集され、正・副議長のほか、各委員長、一部事務組合議会
議員など、議会の構成が決まりました。
　正・副議長選挙は投票で行われ、議長に村山議員が当選。引き続き
行われた副議長選挙では、細谷議員が当選しました。
　いきいきふるさと常任委員、議会運営委員の指名後、委員長の互選
が行われ、それぞれ宮崎議員、長谷川議員が委員長に選出されました。
　一部事務組合議会議員の選挙は、議長による指名推選で行われ、南
宗谷衛生施設組合議会議員に宮崎議員、髙橋議員を選出。南宗谷消防
組合議会議員に東海林議員、長谷川議員が選出されました。
　町長が提案者となる議会選出監査委員には、西浦議員の選任に全会
一致で同意。動議により、「議会広報編集特別委員会」が設置され、
今後、３名の委員により議会だよりを発行し、議会の情報を地域住民
の皆様にお届けすることになりました。

星
川
三
喜
男
（
ほ
し
か
わ
・
み
き
お
）

　

64
歳
／
無
所
属
／
６
回

村
山
義
明
（
む
ら
や
ま
・
よ
し
あ
き
）

　

73
歳
／
無
所
属
／
10
回

長
谷
川
克
弘
（
は
せ
が
わ
・
か
つ
ひ
ろ
）

　

51
歳
／
無
所
属
／
２
回

西
浦
岩
雄
（
に
し
う
ら
・
い
わ
お
）

　

69
歳
／
無
所
属
／
２
回

宮
崎
泰
宗
（
み
や
ざ
き
・
や
す
ひ
ろ
）

　

35
歳
／
無
所
属
／
３
回　

　
髙
橋
憲
一
（
た
か
は
し
・
け
ん
い
ち
）

　

67
歳
／
日
本
共
産
党
／
１
回

東
海
林
繁
幸
（
し
ょ
う
じ
・
し
げ
ゆ
き
）

　

80
歳
／
無
所
属
／
５
回

細
谷
久
雄
（
ほ
そ
や
・
ひ
さ
お
）

　

61
歳
／
無
所
属
／
３
回

議
員
の
顔
ぶ
れ

※

氏
名
（
写
真
右
か
ら
）・
年
齢
（
５
月
１
日

　

現
在
）・
所
属
・
当
選
回
数

議長・副議長選挙で議長に村山義明議員、
　　　　　　　副議長に細谷久雄議員が当選！
５月10日、初議会で議会構成決まる！５月10日、初議会で議会構成決まる！



なかとんべつ町議会だより２０６号３

　

こ
の
度
、
統
一
地
方
選
挙
後
の
初
議
会
に
お
き
ま
し
て
、

議
員
の
み
な
さ
ま
か
ら
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
３
期
目
の

議
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
議
員
の
取
り
ま
と
め
役
と
し
て
、
公
平
無
私

の
精
神
に
則
り
、
議
会
の
機
能
を
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
ゆ
く
所
存
で
す
。

　

町
民
の
直
接
選
挙
で
選
ば
れ
る
首
長
と
議
会
議
員
は
、

共
に
民
意
の
代
表
機
関
と
し
て
対
峙
（
た
い
じ
）
す
る
関

係
に
あ
り
ま
す
が
、
常
に
町
民
の
目
線
に
立
ち
、
是
々
非

々
の
立
場
で
論
じ
合
う
「
言
論
の
府
」
と
し
て
の
議
会
を

め
ざ
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

本
町
が
現
在
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
、
財
政
健
全
化
団

体
か
ら
の
脱
却
を
果
た
し
、
健
全
な
運
営
が
行
わ
れ
て
い

る
と
は
申
せ
、
人
口
減
少
、
景
気
の
低
迷
な
ど
課
題
が
山

積
し
、
行
財
政
運
営
の
舵
取
り
は
前
途
多
難
で
あ
り
ま
す
。

　

申
す
ま
で
も
な
く
、
私
た
ち
議
員
は
、
町
民
の
幸
せ
・

福
祉
の
向
上
を
第
一
に
考
え
る
べ
き
立
場
に
あ
り
ま
す
。

町
民
の
代
表
者
と
し
て
の
責
任
を
自
覚
し
、
町
民
全
体
の

利
益
の
た
め
に
誠
実
に
職
務
を
遂
行
す
る
と
と
も
に
、
町

の
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
議
会
に
は
、
行
政
を
監
視
す
る

役
割
と
町
民
の
信
託
に
応
え
る
政
策
立
案
能
力
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
中
に
町
が
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
方
版

総
合
戦
略
は
、
将
来
に
わ
た
る
町
の
存
続
を
左
右
す
る
重

要
な
計
画
に
な
り
ま
す
。
議
会
と
し
て
も
積
極
的
に
関
わ

り
、
議
会
と
行
政
が
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
合
い
な
が
ら
、

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ゆ
く
こ
と
を
お
約
束
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ど
う
か
、
町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
議
会
に
対
し
、
こ

れ
ま
で
以
上
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
議
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議 長　村 山 義 明

共にまちづくりを共にまちづくりを

委 員 長　長谷川克弘
副委員長　西 浦 岩 雄
委　　員　細 谷 久 雄
委　　員　宮 崎 泰 宗

議会運営委員会

委 員 長　細 谷 久 雄
副委員長　長谷川克弘
委　　員　髙 橋 憲 一

議会広報編集特別委員会

宮 崎 泰 宗　髙 橋 憲 一
南宗谷衛生施設組合議会議員

東海林繁幸　長谷川克弘
南宗谷消防組合議会議員

議会選出監査委員
西 浦 岩 雄

委 員 長　宮 崎 泰 宗
副委員長　西 浦 岩 雄
委　　員　髙 橋 憲 一
委　　員　長谷川克弘
委　　員　東海林繁幸
委　　員　星川三喜男
委　　員　細 谷 久 雄
委　　員　村 山 義 明

いきいきふるさと常任委員会

副 議 長　細 谷 久 雄

議　　長　村 山 義 明

新しい議会構成



なかとんべつ町議会だより２０６号 ４

　
　

住
民
税
関
係
（
寄
附
金
に
係
る
個
人
住

　

民
税
の
寄
附
金
税
額
控
除
に
お
け
る
指
定

　

制
度
、
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
改

　

正
）
、
固
定
資
産
税
関
係
（
一
定
の
土
地

　

及
び
償
却
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
の
課

　

税
標
準
の
特
例
措
置
）
、
軽
自
動
車
関
係

　

（
自
動
車
所
得
税
の
税
率
の
軽
減
等
の
特

　

例
措
置
）
に
つ
い
て
、
所
要
の
規
定
の
整

　

備
を
し
ま
し
た
。

○ 

承
認
第
３
号　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補

　

 

正
予
算
（
３
月
29
日
専
決
処
分
）

　
　

企
業
立
地
促
進
事
業
（
株
式
会
社
デ
イ

　

リ
ー
ソ
ウ
ル
が
建
設
す
る
ド
リ
ー
ム
ジ
ャ

　

ン
ボ
フ
ァ
ー
ム
）
が
平
成
30
年
度
内
に
事

　

業
を
完
了
す
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
条
例

　

に
基
づ
き
平
成
31
年
度
に
繰
り
越
す
こ
と

　

に
な
っ
た
た
め
補
正
と
な
り
ま
し
た
。

○ 

承
認
第
４
号　

平
成
30
年
度
介
護
保
険
事

　

 

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
３
月
29
日
専
決

　

 

処
分
）

　
　

歳
出
予
算
の
組
み
替
え
に
よ
り
予
算
額

　

の
増
減
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
基
金
積
立
金

　

が
足
り
な
く
な
る
こ
と
か
ら
金
額
が
確
定

　

し
て
い
る
公
債
費
を
減
額
し
た
た
め
補
正

　

と
な
り
ま
し
た
。

　

国
会
で
の
法
案
成
立
が
３
月
末
に
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
議
会
を
開
く
い
と
ま
が
な
か

っ
た
と
し
て
専
決
処
分
を
し
た
２
議
案
、
一

般
会
計
及
び
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
の
補

正
予
算
と
し
て
専
決
処
分
を
し
た
２
議
案
併

せ
て
４
議
案
（
い
ず
れ
も
３
月
29
日
専
決
）

に
つ
い
て
、
審
議
の
結
果
、
承
認
す
る
こ
と

に
決
し
ま
し
た
。

○ 

承
認
第
１
号　

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

　
 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
３
月
29
日
専
決

　
 

処
分
）

　
　

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る

　

政
令
の
施
行
に
伴
い
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
　

保
険
料
負
担
の
公
平
性
の
確
保
及
び
中

　

低
所
得
層
の
保
険
料
負
担
の
軽
減
を
図
る

　

観
点
か
ら
、
賦
課
限
度
額
を
見
直
す
と
と

　

も
に
、
経
済
動
向
を
踏
ま
え
、
保
険
料
軽

　

減
の
対
象
世
帯
に
係
る
所
得
判
定
基
準
を

　

見
直
す
等
、
法
令
等
の
改
正
な
ど
が
主
な

　

内
容
で
す
。

○ 

承
認
第
２
号　

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

 

る
条
例
（
３
月
29
日
専
決
処
分
）

　
　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

　

施
行
に
伴
い
、
改
正
す
る
も
の
で
す
。

編　

集　

後　

記

　

「
令
和
」
元
年
、
第
一
号
と
な
る
議

会
だ
よ
り
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

穏
や
か
な
白
い
冬
も
去
り
、
桜
か
ら

芽
吹
き
の
緑
へ
と
移
り
行
く
季
節
の
中

で
、
日
本
は
新
天
皇
が
即
位
さ
れ
、
元

号
も
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
へ
と
変

わ
り
ま
し
た
。

　

新
元
号
「
令
和
」
は
、
春
の
訪
れ
を

告
げ
、
見
事
に
咲
き
誇
る
梅
の
花
の
よ

う
に
一
人
ひ
と
り
が
明
日
へ
の
希
望
と

と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
花
を
大
き
く
咲

か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
う
し
た
日

本
で
あ
り
た
い
と
の
願
い
を
込
め
決
定

し
た
そ
う
で
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
が
、
何
を
求
め
て
お

ら
れ
る
か
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
本
紙

作
成
を
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

町
民
各
位
が
健
康
で
し
か
も
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
街
を
目
指
し
て
、
我
々
議

会
も
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
も
、
新

メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
『
議
会
だ
よ
り
』

が
待
ち
ど
う
し
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
内
容
・
表
紙
や
構
成
に
工
夫

を
凝
ら
す
な
ど
、
新
鮮
さ
を
忘
れ
な
い

よ
う
委
員
全
員
の
総
合
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
応
援

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会（
細
）

議
決
結
果
（
５
月
10
日
）

　町長・町議会議員選挙後初の議会である第２回
臨時会の行政報告の冒頭、小林生吉新町長から、
『先の町長選挙において当選をさせていただき、
２期目の町政がスタートしました。選挙の前後で
目の不調があり不在となったことにより多くの町
民に迷惑をかけたところでありますけれど、回復
をしたうえで、町政をしっかりやっていきたい。
議会構成も新しくなり、積極的な情報共有をしな
がら、議会、町民の皆様と力を合わせてまちづく
りを推進したい』との挨拶がありました。


